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成人式

すくーるらいふ（竜北西部小学校）

まちのトピックス！

第11回ふれあいスタディin氷川

みなし仮設住宅のお知らせ

確定申告・住民税申告のおしらせ

確定申告・住民税申告のおしらせ

／償却資産のお知らせ

ひかわスポーツクラブだより！！

／八火図書館だより

けんこうだより

こころの健康コーナー

／認知症キャラバンメイトだより

立神峡だより

町民文芸

くらしの情報

伝言板／ひとのうごき／氷川町の火災・救急件数

2月カレンダー

ひかわっ子写真館／編集後記
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C o n t e n t s

　取材の帰りにふと道端に目をやると、水仙が色の抜けた草むらの中で緑
色の葉を生やし白い花を咲かせ群生していました。冬の空の下吹く風に、
身を寄せ合い揺れている姿は、互いに支え合い温めあっているような印象
を受けました。（1月18日撮影　新田）

特
集

平
成
29
年
　
氷
川
町
成
人
式

新
成
人
１
１
９
人
、新
た
な
決
意
を
胸
に

　
１
月
３
日
、文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、平
成
29
年
氷
川
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、新
成
人
１
１
９
人
が

出
席
し
ま
し
た
。式
典
は
、中
学
校
卒
業
の
際
作
成
し
た
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
で
、懐
か
し
い
思
い
出
の
映
像

に
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
藤
本
町
長
か
ら
は「
互
い
を
尊
敬
し
あ
い
、励
ま
し
あ
い
、自
ら
の
可
能
性
を
追
求
し
、こ
れ
か
ら
の
時
代
の

担
い
手
と
し
て
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
誓
い
の
言
葉
で
は
新
成
人
代
表
の
山
本
は
る
か
さ
ん（
立
神
）が
新
成
人
と
し
て
の
感
謝
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。恩
師
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
で
は
新
成
人
へ
の
温
か
い
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
懐
か
し
い
級
友
や
恩
師
と
の
再
会
に
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
晴
れ
や
か
な
門
出
と
な
り
ま
し
た
。

▲成人者紹介。
　左：杉谷朱里さん（早尾南）、右：本田あかりさん（本山）

▲記念品贈呈。左：豊暉原慧さん（吉本）右：村山知里さん（今）
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▲誓いの言葉を述べた
　山本はるかさん（立神）

▲総合司会の佐々木萌さん（今）
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すくーる
　らいふ
school life

（竜北西部小学校）

　今年度は「ありがとう ふるさと～地域とふれあい、地域に伝える
～」をテーマに、各学年でふるさとへの感謝を伝える発表をしまし
た。各学年とも、とても工夫された発表で、保護者・地域の皆さんか
ら、たくさんの拍手をいただきました。
　発表の後は、地域の皆さんを講師に10のコースで「ふれあい活
動」を行いました。体験活動やものづくりを学ぶ「ふれあい活動」では
親子で一生懸命に取り組む姿がたくさん見られました。
　ご協力いただきました皆さま、本当にありがとうございました。

　竜北西部小学校は、コミュニティ･スクールとして、学校運営協議会・PTA・学
校、そして地域の4者が一体となって本校の一大イベントである「竜西ふれあい
フェスタ」を開催しています。

『竜西っ子』の２学期　竜西ふれあいフェスタ(10/30)

▲ 1 年生「くじらぐも」元気いっぱいの発表でした。

▲グラウンドゴルフコース（区長会のみなさん）

▲調理コース（下鹿島婦人会のみなさん）

▲竹馬コース（老人会のみなさん）

▲マイ箸づくりコース
　（氷川町グリーンツーリズムのみなさん）

▲手話コース（篠原利夫さん）

▲押し花コース ( 押し花愛好会のみなさん）

▲栞・絵はがきコース ( 野中信子さん他３名のみなさん）

▲絵本づくりコース（竜の子おはなし会のみなさん）

▲農の花コース ( 下鹿島婦人会のみなさん )

▲エコおもちゃコース ( 民生委員のみなさん )

▲ 4 年生合唱「365 日の紙飛行機」 合奏もすばらしかったです。
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5年「水俣に学ぶ肥後っ子教室」＆集団宿泊教室(10/13、14)

6年 修学旅行(11/24、25)　〈長崎県平和祈念公園、バイオパーク、ハウステンボス〉

　10月13日、14日に、5年生の「水俣に学ぶ肥後っ子教室」＆集団宿泊教室を実施しました。初日に水俣で、
地球温暖化や環境の学習、水俣病の学習を行いました。その後、あしきた青少年の家で、ナイトハイクな
ど、さまざまな集団活動を体験しました。特に、友達と初めて過ごす一夜は、子どもたちにとっては忘れら
れないものになったようでした。

〈県環境センター、あしきた青少年の家〉

　11月24、25日に6年生の修学旅行を実施しました。当初の予定では10月5、6日に行われるはずでした
が、台風の接近により、11月に変更となったので、子どもたちはこの修学旅行をとても楽しみにしていま
した。6年生の子どもたちにとって、思い出に残る２日間になったことでしょう。

▲みなさん いってきます。( 出発式 )

▲買い物クイズでビックリ！

▲フェリーの上で「はいチーズ」 ▲ハウステンボスでは班で活動しました。

▲カピバラさん、おいしくたべるかな。

▲地球温暖化について学びました。（環境学習）

▲水俣の海岸はとてもきれいでした！

▲平和の大切さについて学びました。

▲エコについて学んだよ ( 環境センター )

▲芦北の海を臨みながら楽しく食事

  ▲みんなで食べる食事はおいしいね。
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▲宮本　美里さん▲藤本　将輝さん

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

激
励
会

　
12
月
20
日
、氷
川
町
役
場
庁
議
室
に

お
い
て
、激
励
会
が
行
わ
れ
報
償
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
選
手
、大
会
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
次
の
通
り
で
す
。

【
大
会
名
】

ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー

２
０
１
７
九
州
地
区
大
会

【
出
場
者
】

　
岡お
か
も
と本

　
光
ひ
か
る

　（
小
川
工
業
高
等
学
校
２
年
・
下
宮
）

【
大
会
名
】

第
53
回
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
橋は
し
も
と本

　
法の
り
ふ
み史

　（
東
海
大
学
３
年
・
下
宮
）

　
元も
と
だ田

　
翔し
ょ
う
た太

　（
帝
京
大
学
３
年
・
下
宮
）

【
大
会
名
】

第
96
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
出
場
者
】

　
九
州
学
院
高
等
学
校

　
髙た
か
た田
宗そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
３
年
・
下
　
宮
）

　
松ま
つ
お
か岡

　
紘こ
う
へ
い平
（
３
年
・
原
　
田
）

　
松ま
つ
も
と本

　
龍り
ゅ
う
と斗
（
３
年
・
原
　
田
）

　
今い
ま
だ田

　
凌り
ょ
う
た太
（
２
年
・
新
村
南
）

　
藤ふ
じ
も
と本

　
裕ゆ
う
た汰
（
２
年
・
新
村
南
）

　
平ひ
ら
た田

　
悠ゆ
う
し
ん真
（
１
年
・
新
村
南
）

　
吉よ
し
な
が永

　
　
崚り
ょ
う
（
１
年
・
有
　
佐
）

【
大
会
名
】

第
69
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高

等
学
校
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
八や

き

た
木
田
　
理り

な奈

　（
信
愛
女
学
院
高
等
学
校
３
年
・
北
野
津
）

【
大
会
名
】

第
35
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

【
出
場
者
】

　
宮み
や
も
と本

　
美み
さ
と里

　（
秀
岳
館
高
等
学
校
２
年
・
北
野
津
）

【
大
会
名
】

第
25
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
藤ふ
じ
も
と本

　
将ま
さ
き輝

　（
宮
原
小
学
校
３
年
・
早
尾
南
）
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健
康
を
願
う
年
明
け
の
伝
統
行
事

ど
ん
ど
や

　
１
月
８
、９
日
、各
地
区
で
ど
ん
ど

や
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
鹿
島
地
区
で
行
わ
れ
た
ど

ん
ど
や
で
は
、地
区
住
民
が
協
力
し
組

み
立
て
た
や
ぐ
ら
に
、地
元
の
小
学
６

年
生
た
ち
が
代
表
で
火
を
付
け
ま
し

た
。や
ぐ
ら
が
倒
れ
る
と
、周
り
に
は
餅

を
焼
く
人
た
ち
で
輪
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、保
護
者
の
方
か
ら
の
炊
き
出

し
も
あ
り
、地
区
の
交
流
の
場
と
し
て

も
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

手
作
り
門
松
で
迎
え
る
新
年

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

　
12
月
25
日
、す
ぱ
ー
く
竜
北
に
お
い

て
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
体
験（
青
少
年
育

成
町
民
会
議
・
氷
川
町
子
ど
も
会
共

催
）が
行
わ
れ
、児
童
約
70
人
と
そ
の

保
護
者
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
民
生
委

員
）の
皆
さ
ん
か
ら
ミ
ニ
門
松
の
作
り

方
を
教
わ
り
、思
い
思
い
に
飾
り
付
け

し
、門
松
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
終
了
後
に
は
、婦
人
会
か
ら
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、参
加
者
は
皆
お
い
し
そ

う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
笑
顔
で
元
気
に
な
っ
て

熊
本
地
震 

県
へ
の
寄
附
金

　
12
月
26
日
、氷
川
町
出
身
で
、宮
城

県
石
巻
市
在
住
の
佐
藤
美
香
さ
ん
と

次
女
の
珠じ
ゅ
り莉
さ
ん
が
、県
へ
の
寄
附
金

の
報
告
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
を
経

験
さ
れ
て
お
り
、当
時
６
歳
だ
っ
た
長

女
を
亡
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
県
へ
の
寄
付
金
は
、珠
莉
さ

ん
が「
み
ん
な
が
は
や
く
元
気
に
な
っ
て

欲
し
い
か
ら
」と
発
案
し
、自
ら
街
頭
に

立
ち
募
金
を
呼
び
か
け
集
め
た
も
の
で

す
。

地
域
で
の
交
流

い
き
い
き
サ
ロ
ン（
西
野
津
）

　
１
月
10
日
、西
野
津
公
民
館
に
お
い

て
、西
野
津
地
区
で
今
年
最
初
の
い
き

い
き
サ
ロ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
年
明
け
最
初
の
サ
ロ
ン
と
い
う
こ

と
で
、地
区
役
員
に
よ
る
お
年
玉
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
輪
に
な
り

「
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
」の
曲
に
あ
わ

せ
、隣
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
今
回
の
サ
ロ

ン
は
、皆
の
笑
い
が
絶
え
な
い
明
る
い

地
域
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

▲どんどやの餅は無病息災の効果があると言われています

▲親子でつくった門松で新年を迎えました

▲佐藤美香さんと次女の珠莉さん

▲お年玉プレゼント、何が当たるかな？
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１
日
目
の
交
流
会
で
は
、久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
、大
空
町
団
員
に
よ
る

ク
イ
ズ
大
会
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、氷
川
町
の
団
員
の
家

庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
な
い
、そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
で
交
流
を
深
め
合
い
、忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

　
お
別
れ
式
で
は
、氷
川
町
団
員
を

代
表
し
て
山
口
麗
さ
ん（
竜
北
中
）が

「
短
い
期
間
で
し
た
が
、こ
こ
で
の
経

験
を
良
い
思
い
出
に
し
て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。」と
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
で
は
、い
ち
ご
狩
り
や

晩
白
柚
の
収
穫
体
験
な
ど
か
ら
、北

海
道
と
熊
本
の
風
土
の
違
い
を
感
じ
、

勾
玉
づ
く
り
、立
神
峡
見
学
な
ど
を

通
し
て
、氷
川
町
の
歴
史
や
環
境
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
交
流
事
業
な
ど
を
通
し

て
、両
町
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ

と
が
願
わ
れ
ま
す
。

第
11
回
ふ
れ
愛
ス
タ
デ
ィ
in
氷
川

　
１
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
、友
好
町
の
提
携
を
結
ぶ
北
海
道
大
空
町
の
中

学
２
年
生
12
人（
女
満
別
中
学
校
、東
藻
琴
中
学
校
）が
来
町
し
、氷
川
町
の
中

学
２
年
生
16
人
と
交
流
し
ま
し
た
。

友
好
町
大
空
町
と
の
人
材
育
成
交
流
事
業

大空町シンボルキャラクター
「そらっきー」

▲氷川町の風土、歴史など体験を通じて学びました（左：勾玉作り、右：イチゴ狩り）

▲最終日には皆仲良しに。「また会おうね！」
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３
月
31
日
㈮
ま
で

※
個
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

に
は「
理
由
書
」の
提
出
に
よ

り
、期
限
後
で
あ
っ
て
も
申
込

可
と
し
ま
す
。

◦
や
む
を
得
ず
入
居
物
件
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

◦
罹
災
証
明
書
の
罹
災
区
分
が

確
定
し
て
い
な
い
方
　
な
ど

（
い
ず
れ
に
も
該
当
）

①
熊
本
地
震
に
お
け
る
災
害

（
以
下
「
当
該
災
害
」
と
い

う
。）時
点
に
お
い
て
、熊
本
県

（
熊
本
市
を
除
く
）に
住
所

を
有
す
る
方

②
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
方

◦
当
該
災
害
に
よ
る
住
居
の
全

壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
に
よ

り
居
住
す
る
住
宅
が
な
い
方 

◦
半
壊
で
あ
っ
て
も
、住
み
続
け

る
こ
と
が
危
険
な
程
度
の
傷

み
や
、生
活
環
境
保
全
上
の

支
障
と
な
っ
て
い
る
損
壊
家

屋
な
ど
取
り
壊
さ
ざ
る
を
得

な
い
家
屋
の
解
体
・
撤
去
に

伴
い
、自
ら
の
住
居
に
居
住
で

き
な
い
方

※
修
理
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に

当
該
住
居
に
居
住
で
き
な
い

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

◦
長
期
に
わ
た
り
自
ら
の
住
居

に
居
住
で
き
な
い
と
市
町
村

長
が
認
め
る
方

③
自
ら
の
資
力
を
も
っ
て
し
て

は
、住
居
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方

④
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
住
宅

応
急
修
理
制
度
を
利
用
し
て

い
な
い
方

（
い
ず
れ
に
も
該
当
） 

①
貸
主
か
ら
同
意
を
得
て
い
る

も
の 

②
管
理
会
社
な
ど
に
よ
り
賃
貸

可
能
と
確
認
さ
れ
た
も
の 

③
家
賃
が
、１
カ
月
当
た
り
原

則
６
万
円
以
下（
対
象
世
帯

が
５
名
以
上（
乳
幼
児
を
除

く
）で
あ
る 
場
合
に
あ
っ
て
は

９
万
円
以
下
）で
あ
る
こ
と
。

　
た
だ
し
、特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

 

①
県
の
負
担 

ア･

家
賃（
借
上
げ
住
宅
の
条
件

③
の
と
お
り
） 

イ･

礼
金（
家
賃
の
１
ヶ
月
分
）

ウ･

仲
介
手
数
料（
家
賃
の
０
・

54
ヶ
月
分
） 

エ･

退
去
修
繕
負
担
金（
家
賃
の

２
ヶ
月
分
） 

※
物
件
の
明
け
渡
し
時
に
お
け

る
原
状
回
復（
通
常
損
耗
お

よ
び
経
年
劣
化
を
含
む
。）に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め

の
負
担
金
で
す（
退
去
時
の

精
算
は
不
要
）。 

オ･

火
災
保
険
等
損
害
保
険
料

※
県（
借
主
）が
保
険
に
加
入
し

ま
す
。 

②
入
居
者
の
負
担

ア･

光
熱
水
費
、管
理
費
、共
益

費
、駐
車
場
費
、自
治
会
費

な
ど 

イ･

入
居
者
の
故
意
ま
た
は
過

失
に
よ
る
損
壊
に
対
す
る

修
繕
費
用
で
、上
記
費
用
負

担
の
①
の
エ
で
賄
え
な
か
っ

た
場
合
の
不
足
額

 

入
居
時
か
ら
２
年
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
熊
本
県
健
康
福
祉
部 

健
康

福
祉
政
策
課 

す
ま
い
対
策
室 

　
☎
０
９
６･

３
３
３･

２
８
１
８ 

　
建
設
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
52･

５
８
５
６（
直
通
）

申
込
期
限
に
つ
い
て

入
居
者
の
要
件

借
上
げ
住
宅
の
条
件

費
用
負
担

み
な
し
仮
設
住
宅
の
申
込
期
限
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
発
生
か
ら
約
10
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、被
災
者

の
中
に
は
、未
だ
に
危
険
な
状
況
に
あ
る
自
宅
に
居
住
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。梅
雨
や
台
風
時
期
の
前
ま
で
に
は
転
居

を
完
了
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、そ
の
申
込
期
限
な
ど
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震
で
住
宅
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
へ

入
居
期
間



ひかりん

No.136 2月号
ひかりん

No.136 2月号

広報ひかわ 2017.2 10

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
の
お
し
ら
せ

準
備
は
お
済
み
で
す
か

申
告
に
必
要
な
も
の

①
確
定
申
告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
、

収
支
内
訳
書（
事
業
収
入
の
あ
る
方
）

②
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、通
知
カ
ー
ド
＋

運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
身

分
証
明
書
な
ど
）

③
印
鑑

④
源
泉
徴
収
票
な
ど
、収
入
を
証
明
で
き

る
も
の（
給
与
収
入
の
方
で
源
泉
徴
収

し
て
い
な
い
事
業
所
な
ど
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、雇
用
主
か
ら
給
与
の

支
払
証
明
書
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）

⑤
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、社
会
保
険

料
控
除
証
明
書
な
ど
支
払
額
が
分
か
る

書
類（
平
成
28
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
）

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、医
療
費

の
領
収
書（
平
成
28
年
中
に
支
払
っ
た

も
の
）お
よ
び
生
命
保
険
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
の
証
明
書
。

⑦
そ
の
ほ
か
申
告
に
必
要
な
書
類

※
詳
し
く
は
、年
末
に
配
付
済
の
、「
住
民

税
申
告
の
お
知
ら
せ
」チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※混雑防止のため地区で割振りを行っておりますが、ご都合が悪い場合は他の日時にお越しください。
※会場では受付順に申告相談を行います。書類不足や内容に不明な点などがあると時間がかかり、順番待ちの方にご迷惑をおかけすることにな

りますので、事前にご準備いただき、スムーズな申告相談の進行にご協力ください。
※申告期間中は税務課窓口での申告受付は行っておりません。ご了承願います。

◆対象地区：宮原地区、河原・法道寺・高野道  ◆会　　場：氷川町公民館（旧宮原町中央公民館）１階　多目的ホール

◆対象地区：竜北地区（河原・法道寺・高野道を除く）   ◆会　　場：氷川町文化センター　１階　講堂

■申告受付日程表

収入の種類 受付日 受付時間 対　象　地　区

①年金のみ、給与のみ
の方

2月15日（水）
9：00～11：30 町・桜ヶ丘

13：30～16：00 新村・下宮

2月16日（木）
9：00～11：30 早尾・有佐・原田

13：30～16：00 栫・西上宮・宮園・立神・川上

2月1７日（金）
9：00～11：30 今・東上宮

13：30～16：00 河原・法道寺・高野道

②農業・不動産・営業な
どの事業収入の方、

①以外の収入がある方

2月20日（月）
9：00～11：30 早尾

13：30～16：00 桜ヶ丘・原田

2月21日（火）
9：00～11：30 栫・川上・宮園

13：30～16：00 今・有佐

2月22日（水）
9：00～11：30 立神

13：30～16：00 東上宮・下宮

2月23日（木）
9：00～11：30 西上宮・町

13：30～16：00 新村
2月24日（金） 9：00～11：30 河原・法道寺・高野道

収入の種類 受付日 受付時間 対　象　地　区

①年金のみ、給与のみ
の方

3月  1日（水）
9：00～11：30

吉野地区・野津地区（竜北東小学校区）
13：30～16：00

3月  2日（木）
9：00～11：30

和鹿島地区（竜北西部小学校区）
13：30～16：00

②農業・不動産・営業な
どの事業収入の方、

①以外の収入がある方

3月  3日（金）
9：00～11：30 北野津・本山

13：30～16：00 西野津・反甫

3月  6日（月）
9：00～11：30 高塚・迫

13：30～16：00 新田・立石

3月  7日（火）
9：00～11：30 中大野・笹尾

13：30～16：00 吉本・北川

3月  8日（水）
9：00～11：30 南鹿野・西網道

13：30～16：00 北鹿野・若洲

3月  9日（木）
9：00～11：30 東網道・中網道

13：30～16：00 上鹿島

3月10日（金）
9：00～11：30 島地・沖塘

13：30～16：00 柳の江・下鹿島

　
平
成
28
年
分
の
所
得
税（
復
興
特
別
所
得

税
を
含
む
）お
よ
び
平
成
29
年
度
の
個
人
住

民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
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はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

申告
チェック
スタート

税務署から確定申告書が届きましたか？

いいえ

はい

はい

町外にお住まいの方で氷川町
内に事業所・事務所、あるいは
家屋敷を所有していますか？

平成29年1月1日現在氷川町
に住んでいましたか？

確定申告書を税務署へ提出されました
か？あるいは提出する予定ですか？

1か所からの給与または公的年金の
みですか？

年末調整は済んでいますか？

年末調整の済んだ給与はありますか？

給与以外の収入が
20万円を超えていますか？

税務課まで
ご連絡ください。

確定申告の必要はありません。
ただし、勤務先からの給与支払
報告書が役場に届いていない
場合は、住民税申告が必要とな
ります。

確定申告が必要です。税務署または税務課に確定申告書を提出してください。
※公的年金などの収入のみの人は、下記による場合がありますのでご注意ください。

住民税申告の必要はありません。

住民税申告が
必要です。

確定申告、もしくは住民税申告が必要となります。

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、平成28年分の確定申告書などにはマイ
ナンバー（個人番号）の記載が必要となりました。
　なお、マイナンバー（個人番号）を記載した確定申告書などを税務署などへ提出する際には、申告
されるご本人の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧いただくか、八代税務署または役場税務課にお尋ねください。

例１：マイナンバーカード（個人番号カード）＜番号確認及び身元確認書類＞
例２：通知カード＜番号確認書類＞＋運転免許証など＜身元確認書類＞

平成28年分の確定申告・住民税申告には個人番号の記載が必要です

本人確認を行うときに使用する書類の例

公的年金などの収入金額が400万円以下で、かつ、公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場
合でも、医療費控除や生命保険料などの控除により所得税の還付申告をする方は、確定申告が必要になります。また、
住民税にも影響がありますのでご注意ください。
※ご不明な場合は、税務課までお問い合わせください。

注）

【お問い合わせ先】　八代税務署　☎32-3141  （代表）※自動音声によりご案内します。
税務課  住民税係　☎52-5853  （直通）
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○
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資

産
。

○
鉱
業
権
、漁
業
権
、特
許
権
そ
の

他
の
無
形
減
価
償
却
資
産
で
な

い
こ
と
。

○
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却

費
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税

法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算

上
損
金
ま
た
は
必
要
な
経
費
と

し
て
算
入
で
き
る
も
の（
耐
用
年

数
１
年
未
満
ま
た
は
そ
の
取
得

価
格
が
10
万
円
未
満
で
一
時
に

損
金
に
算
入
す
る
も
の
お
よ
び

20
万
円
未
満
で
一
括
し
て
３
年

間
で
償
却
を
行
う
も
の
を
除
く
）

○
自
動
車
税
や
、軽
自
動
車
税
の

対
象
で
あ
る
車
両
な
ど
で
な
い

こ
と
。

　
償
却
資
産
の
評
価
は
、取
得
価

格
を
基
礎
と
し
て
、取
得
後
の
経
過

年
数
に
応
ず
る
価
値
の
減
少（
減

価
）を
考
慮
し
て
評
価
し
ま
す
。

【
前
年
中
に
取
得
さ
れ
た
償
却
資
産
の
評
価
】

　
取
得
価
額
×（
１-

減
価
率
／
２
）

【
前
年
前
に
取
得
さ
れ
た
償
却
資
産
の
評
価
】

　
前
年
度
の
評
価
額
×（
１-

減
価
率
）

※
求
め
た
額
が（
取
得
価
額
×

５
／
１
０
０
）よ
り
小
さ
い

場
合
は
、（
取
得
価
額
×
５
／

１
０
０
）を
価
格
と
し
ま
す
。

　
評
価
額
を
課
税
標
準
額（
特
例

の
あ
る
も
の
は
、特
例
適
用
後
の
価

格
）と
し
て
税
額
を
算
定
し
ま
す
。

　
課
税
標
準
額
×
税
率（
１
・
４
％
）

※
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
課
税
標

準
額
の
合
計
が
１
５
０
万
円
に

満
た
な
い
場
合
に
は
、償
却
資

産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
　
資
産
税
係

　
☎
52･

５
８
５
３（
直
通
）

申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）申
告
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
に
、土
地
、家
屋
、償
却
資
産（
総
称

し
て「
固
定
資
産
」）を
所
有
し
て
い
る
人
が
、そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を

も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
、そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に

納
め
る
税
金
で
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、事
業
で
用
い
る
資
産（
構
築
物
、機
械
、器
具
、備
品

な
ど
）の
こ
と
を
い
い
ま
す
。償
却
資
産
の
所
有
者
は
、資
産
の
所
在
す

る
市
町
村
に
毎
年
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

課 

税 

対 

象

償
却
資
産
の
評
価

税
額
の
算
定

 

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」で
は
、画
面
案
内
に

従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、確
定

申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　
作
成
し
た
確
定
申
告
書

な
ど
は
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利

用
し
て
の
提
出
や
、印
刷
し

て
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成

　
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０･

01･

５
９
０
１

　
熊
本
国
税
局
で
は
１
月

18
日
㈬
か
ら
３
月
15
日
㈬

ま
で
の
期
間
、「
確
定
申
告

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」を

開
設
し
、確
定
申
告
に
関

す
る
ご
相
談
な
ど
に
電
話

で
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。

　
八
代
税
務
署
の
代
表
電

話
に
お
か
け
い
た
だ
く
と
、

自
動
音
声
案
内
に
よ
り
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、「
０
」

番
を
選
択
し
、用
件
を
お

話
し
く
だ
さ
い
。問
い
合

わ
せ
の
内
容
に
よ
り
、オ
ペ

レ
ー
タ
ー
や
職
員
な
ど
が

対
応
い
た
し
ま
す
。

申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　八代税務署では、平成28年分所得税および復興特別所得税、消費税および地方消費税の申告会
場を開設します。
　開設日：平成29年2月16日（木）～3月15日（水）
　（震災により被害を受けられた方に対する申告相談については、2月15日（水）以前でも受け付けております。）
　◆受　付　9時～16時（土日を除く）
　◆場　所：八代税務署　3階（八代市花園町16番地2）
　※消費税及び地方消費税の申告は3月31日（金）までです。

確定申告相談のお知らせ

【お問い合わせ先】　八代税務署　☎32-3141  （代表）※自動音声によりご案内します。
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